
風俗習慣行事（どんど焼き）

田畑の芝焼き 地面に集積して焼却

キャンプファイヤーキャンプ用ガスバーナー 七 輪

バーベキュー用コンロ

消防本部  予防課　☎（６３）1155

令和8年1月1日から  林野火災に対する
警戒が強化されました

林
野
火
災
注
意
報
・

林
野
火
災
警
報
の

　
　運
用
を
開
始
し
ま
し
た

林
野
火
災
に
つ
い
て
、鹿
沼
市

消
防
本
部
の
予
防
課
長
に
話
を

聞
き
ま
し
た

「
た
き
火
」の
届
出
が

　
　
　
　
　  

　必
要
で
す

　
令
和
７
年
は
、全
国
的
に
大
規
模
な

林
野
火
災
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
て
市
で
は
、林
野
火
災
の
予
防
を
目

的
と
し
た「
林
野
火
災
注
意
報
・
林
野

火
災
警
報
」の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
火
災
と
紛
ら
わ
し
い
煙
や
、火か

炎え
ん（

火

や
炎
の
こ
と
）を
発
す
る
恐
れ
の
あ
る
行

為
に「
た
き
火
」が
明
確
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。「
た
き
火
」を
行
う
際
に
は
消
防

署
へ
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
の
届
出
は
、た
き
火
な
ど
の
行
為
を
許

可
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
周
辺
住
民
か
ら
苦
情
が
生
じ
た
場
合

は
、今
ま
で
ど
お
り
指
導
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
届
出
が
必
要
か
分
か
ら
な
い

場
合
は
、消
防
本
部
予
防
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
林
野
火
災
は
、年
間
を
通
じ
て
発

生
し
ま
す
が
、例
年
、１
月
か
ら
増
加

し
始
め
、２
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
特

に
多
く
発
生
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
出
火
原
因
は
、た
き
火
、火
入
れ
、

放
火（
疑
い
を
含
む
）等
の
人
的
要
因

が
多
く
挙
げ
ら
れ
、昨
年
鹿
沼
市
で

発
生
し
た
火
災
３７
件
の
内
４
件
は
、

た
き
火
が
原
因
で
し
た
。

　
林
野
火
災
は
、ひ
と
た
び
発
生
す

る
と
早
期
に
拡
大
し
、消
火
が
難
し

く
、大
規
模
火
災
に
繋
が
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
、強
風

が
吹
く
な
ど
、林
野
火
災
が
増
加
す

る
時
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、出
火

防
止
に
係
る
警
戒
を
強
化
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
大
切
な
命
と
財
産
、美

し
い
自
然
を
守
る
た
め
、市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
乾
燥
し
た
日
が
続
く
な
ど
、注
意
が

必
要
な
気
象
状
況
に
な
っ
た
際
に
発
令

し
、「
火
の
使
用
制
限
」に
努
力
義
務

を
課
し
ま
す
。

林
野
火
災
注
意
報

　
林
野
火
災
注
意
報
発
令
中
に
、強
風

注
意
報
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
火
災
が

発
生
し
や
す
く
、ま
た
、火
災
が
発
生
し

た
場
合
に
広
い
範
囲
に
延
焼
す
る
危
険

性
が
著
し
く
高
ま
っ
た
場
合
に
発
令
し
、

「
火
の
使
用
制
限
」に
従
わ
な
い
場
合

に
は
罰
則
が
課
さ
れ
ま
す
。

※「
火
の
使
用
制
限
」と
は
…

　
　
例
：
屋
外
で
た
き
火
を
し
な
い

林
野
火
災
警
報

「たき火」の申請は
「市公式LINE」から
メニュー「消防関連」→
「火災と紛らわしい煙
又は火炎を発する恐れ
のある行為の届出」

▲市公式ＬＩＮＥ

▼とちもりマップ

届出を必要としないものの例 届出が必要な「たき火」に該当する例

火を使用する設備器具
で、その本来の使用方
法によるものは、「たき
火」に該当しません。

　全国的にも、林野火災の原因の約半数が、
たき火や火入れです。

▲市ホームページ

他４５７件 （35.2％）

マッチ・ライター
３２件（2.5％）

火入れ
２４７件

（19.0％）

たき火
416件

（32.0％）

たばこ
４９件（3.8％） 放火（疑い含む）

９８件（7.5％）

消防本部 岡部  晃一 予防課長

森林情報地図は
こちら

▼とちもりマップ

令和５年全国林野火災出火原因

1,299件
（100％）

　「
火
の
使
用
制
限
」の
規
制
範
囲
は
、

注
意
報
・
警
報
の
発
令
区
域
と
同
じ
で
す
。

発
令
区
域
は
、「
栃
木
県
と
ち
も
り
マ
ッ

プ
」の
指
定
す
る

森
林
お
よ
び
そ
の

周
辺
か
ら
お
お
む

ね
３
０
０
メ
ー
ト

ル
の
範
囲
で
す
。
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参加対象者　平成20年4月1日以前生まれの鹿沼市民
実施期間　2月28日㈯まで
応募期限　3月2日㈪まで（郵送の場合当日消印有効）
参加方法　
①健康診断や、がん検診を受診。
②健康づくりにチャレンジして15ポイント貯める。
③応募用紙に記入し郵送、健康課窓口に持参、
　またはWEB（二次元コード/市ホームページ）で応募。
応募用紙は健康課や各コミュニティセンターで入手できます。
景　品 ： 抽選で330人に最高15,000円の商品券が当たります。
※当選相当額を盲導犬協会へ寄付することもできます。

まだ間に合う！チャレンジ　　健康マイレージ
健康課健康増進係　☎(63)8311

　2歳のお子さんを対象に、歯の健診、歯の健康・栄
養についての講話を行います。
と　き　２月２４日㈫　午前10時～11時30分
ところ　市民情報センター２階
内　容　講話・歯科健診・ブラッシング指導
対　象　２歳のお子さん（２歳0カ月～２歳１１カ月）
持ち物　母子健康手帳
申　込　電話、または二次元コードで。

健康課母子健康係　☎（63）2819

2歳児教室 　離乳食の進め方、食べさせ方がわからない！固さや
量が知りたい！！というお悩みについて解決してみませ
んか？
と　き　2月19日㈭　午後1時30分～3時30分
※身長体重を測ります。15分前にお越しください。
ところ　市民情報センター３階　学習室４
内　容　離乳食の講話・試食
対　象　令和7年6月・7月生まれの乳児と保護者
持ち物　�母子健康手帳・生活の記録票、お子さんの

スプーンと食事用エプロン、バスタオル
申　込　電話、または二次元コードで。

健康課母子健康係　☎（63）2819

離乳食教室

　１～２月は「はたちの献血」キャンペーン月間です。
将来にわたり、安定的に血液を確保するためには、若
い世代の献血への協力が必要です。
　今まで献血をしたことがない人もぜひ、これをきっ
かけに献血に行ってみませんか。

健康課健康増進係　☎（63）831１
　「はたちの記念」に“献血”を始めませんか

献血にご協力ください！

と　き　2月28日㈯まで
ところ　�栃木県赤十字血液センター、うつ

のみや大通り献血ルーム、献血バ
スなど

と　き　2月6日㈮　午前10時～11時45分
　　　　　　　　　�午後�１時～�４時
ところ　市役所駐車場（献血バス）※事前申込不要

　市役所に献血バスが来ます

健康も景品も
手に入れよう！

　母子保健法に基づき、４か月･１０か月･１歳６か月・
３歳児健診を集団で実施しています。

健康課母子健康係　☎（63）2819

乳幼児健診を受けましょう

内　容　
①小児科医および歯科医（１歳６か月児と３歳児のみ）
　による健康状態や発育の確認
②発達状態の確認
③専門職（保健師や栄養士等）への相談
※ホームページ等で年間の日程を掲載の他、対象者
　には健診日の10日くらい前に通知します。
※一番必要な時期に実施する大切な健診です。体調
　が悪い時、都合が悪い時は、母子健康係までご連
　絡ください。

◀応募はこちら
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フレイル予防で健康長寿

２月の休日・夜間救急医療

休日・夜間急患診療所　　貝島町5027-5　☎ (65)2101
利用するときは、事前にお電話ください。感染症対策として、診
療所内への入場前に発熱などの症状の有無を確認しています。

昼
　間

夜
　間

内科・小児科・歯科
日曜・祝日等
午前10時～正午
（受付は午前11時30分まで）
午後1時～5時
（受付は午後4時30分まで）

１日㈰
８日㈰
１１日（水・祝）
１５日㈰
２２日㈰
２３日（月・祝）

上 都 賀 総 合 病 院
御 殿 山 病 院
休日夜間急患診療所
荒 木 医 院
西 方 病 院
休日夜間急患診療所

☎(64)2161
☎(64)2131
☎(6５)21０1
☎（64）2775
☎0282(92)2323
☎(6５)21０1

在 宅 当 番 医

まずは栃木県救急電話相談窓口へ連絡を
大　人≪概ね15歳以上≫☎#7119または☎028(623)3344
(月～金は午後４時～翌日午前10時、土・日・祝は午前10時～翌日午前10時)
子ども≪概ね15歳未満≫☎#8000または☎028(623)3511
(月～金は午後4時～翌日午前10時、土・日・祝は午前10時～翌日午前10時)

内科・小児科
日曜・祝日等
午後7時～10時
(受付は午後9時30分まで)
平日(月･水･金曜日)
午後7時～9時
(受付は午後8時30分まで)

外科（昼間）
午前９時～
���午後５時

○上記以外は、消防本部☎(63)1141へ。

健康課母子健康係　☎(６３)２８１９

プレパパ・プレママデビュー塾

　待ちに待ったわが子との顔合わせまでもう少し!
子育てのイメージトレーニングをしてみませんか。
　赤ちゃんがすくすく育ち、家族みんながハッピーに
なる子育てのコツを一緒に学びましょう。
と　き　３月１日㈰午前10時～11時30分
ところ　市民情報センター2階　子育て情報室
内　容　助産師の講話・交流
対　象　妊婦さんとその家族　定　員　20組（先着順）
参加料　無料
持ち物　母子健康手帳
申　込　�２月2５日㈬までに電話、
　　　　または二次元コードで。

　フレイルとは加齢により体や心の働きが弱くなり、健康と要介護の中間にある状態を指します。
　フレイルの予防は、要介護状態を防ぐことにつながり、健康寿命を伸ばします。

　フレイルは、早めに対処すれば健康な状態に戻ることができます。
　フレイルの予防や改善に欠かせない３つの柱は、「食べて」「動いて」「人
と関わる」ことです。よく噛んで栄養不足に注意し、適度な運動をして、外
出して人と関わり、健康長寿を目指しましょう！

　フレイルを広く知ってもらい、早期発見と予防の大切さを伝える日です。フレイルの日をきっかけに「フ
レイル予防」に目を向けてみませんか。

　毎年２月１日はフレイルの日

やってみよう
簡単フレイルチェック！

□�６か月間で体重が２～３Kg減った

□�疲れやすくなった�

□�体を動かすことが減った�

□�ペットボトルのふたが開けられない

□�横断歩道を青のうちに渡りきれない

チェック結果

３つ以上 フレイル
の可能性があります

プレ・フレイル
の可能性があります

健康です！

フレイルを予防するには？

１～２つ

該当なし

食べて
（栄養・口腔）

動いて
（運動）

人と関わる
（社会参加）

健康課市民健康係　☎(６３)8312

冬場の脳卒中に注意しましょう！

　急な温度変化により血圧が大きく変動し、脳卒中
等を引き起こす健康被害を「ヒートショック」と言いま
す。冬は暖かい部屋から寒い部屋への移動などでヒー
トショックが起きやすい季節です。家の中の温度差を
少なくする等対策をしましょう。激しい頭痛など、体
調に異変を感じたら、迷わず救急車を呼んでください。
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財源確保のために広告を掲載しています。 広告

I N FORMAT ION

お 知 ら せ

「パソコン要約筆記入門講座」
受講生募集
障がい福祉課障がい福祉係　☎（６３）２１７６

　話を文字で伝える「要約筆記」の入門講座です。
と　き　２月１４日～３月１４日毎週土曜日（全５回）
	 午前１０時～正午
ところ　鹿沼市総合福祉センター他（万町９３１‐１）
対　象　市内在住または在勤者
定　員　１０人　　参加料　無料
持ち物　Ｗｉｎｄｏｗｓノートパソコン（貸与も可）
申　込	 	２月１０日㈫までに、障がい福祉係へ電話ま

たはＦＡＸ（６３）２１６９で。

鹿沼市の人口　令和８年１月１日現在
■人口　８９，４７１人（－９６人）
　　　　（男）４４，５３８人（－５６人）
　　　　（女）４４，９３３人（－４０人）
■世帯　３７，２９１世帯（－３２世帯）
※かっこ内は前月比です。

家族介護教室
「ウィークエンド体験」

鹿沼まるごと博物館
市民学芸員養成講座

『いちごっこ防災クラブ員』
メンバー募集！

高齢福祉課地域包括ケア推進係　☎（６３）２１７５
生涯学習課生涯学習係　☎（６３）３４９８

文化課文化財係　☎（６２）１１７２

予防課予防係　☎（６３）１１５５

と　き　３月４日㈬午後１時３０分～３時
ところ　市民情報センター
内　容　「食べる喜びをあきらめない！家族で楽しむ

介護食」、「立ち上がり～車いすへの介助の
コツ」

対　象　介護者、高齢者を支援する地域の人や関心
のある人

定　員　２５人（先着順）　　参加料　無料
申　込　高齢福祉課へ電話、または
	 二次元コードで。

「しっかり泡立てふわふわマフィン」
と　き　２月２８日㈯午前９時３０分～１１時３０分
ところ　市民情報センター３階　食生活情報室
対　象　市内小学生　　参加料　６００円　
定　員　１６人（応募者多数の場合は抽選）
持ち物　エプロン、頭おおい、ハンドタオル、飲み物、
	 筆記用具
申　込	 	２月９日㈪午前９時～１２日㈭午後５

時までに電話または申込フォームで。

時　間　午後１時～３時
定　員　先着２０人
申　込　２月１８日㈬までに、二次元コードで。

活動内容	 	消火器取り扱い訓練や放水訓練、火災予防
街頭広報など、普段は体験できない消防防
災活動

募集期間　１月２６日㈪～３月６日㈮
対　象　令和８年度小学４年生～中学３年生
　　　　（市内在住在学）
定　員　２０人程度（予定）
申　込	 	市ホームページを参照の上、消防本部予防

課へ電話または右記の二次元コードで。

回 日 内容 ところ

① ２月２８日㈯ 「鹿沼まるごと博物
館とは」

南押原コミュニティ
センター

② ３月７日㈯ 「鹿沼の自然」
「地域資源の調査１」市民情報センター

③ ３月１４日㈯ 「鹿沼の歴史」
④ ３月２０日（金・祝）「地域資源の調査２」かぬまケーブル

テレビホール⑤ ３月２８日㈯ 「地域資源の調査３」

募　　集
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